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全. く 問 題 が な か っ だ と･ ぽ い え1 な い が い 審 洫 請 永 人 が 仕 事 を 休 む と ］き 阯 は 代 理 人 卜

） 噌 崋 請 求 人 心 代 わ り に 就 労 し､
匸
そ の 賃 啻 が 審 査 請 求 人 の 給 与1 と 含 ま れ て 支 払 ∠

＼ わ れ る と い う` 躙 坩 形 態 が 存 在 す る. と= い う 万こ と は､ 一 般 的 に 極 め て 不 自 然 七 あ 叺 匸

¶Ｉ　　・　　　●･　　　　㎜　　　　　●．　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　・　　･．　　・　　・　･･･　　　・　　　 ．“　ゝS
’こ の 点 に つ い て 審 査 請 求 人 か ら も 具 体 的 な 説 明 が な さ れ て い な い こ と かIIこら 処 分/
･･ ･.●●　　･.･●･　　11.　

、･　　　
’　・　　.　　　 ゜..I.･ .　I･’II ”　.: j　.･.､･･　　.･･　　:　　　.　　　　　

・　 ●
ｸ∠゙庁 が 給 与 明 癩 書 に 基 づ い て 収 入 額 を 認 定 し だ こ と に 重 大 な 瑕 疵 が あ る卜とI は い え ＼

ず √ 本 件 処 分= を 取 り 消 す 理 由 に は な ら な い ．‥‥ ‥　 ‥‥‥ ‥‥　 ‥‥‥ ‥‥
‥ ‥

‥ ‥
‥ ‥

‥‥

次 に 、 両 親 か ら の 扶 養 援 助 に つ い て で あ る が 、 こ こ で はﾐ 保 護 の 要 否 に か か

レ わ る 霽 査 躋 求 人 の 弩 の 口
ヽ
一 ン 返 済 金 額 で あ る 月 鰥ﾚ8 β､ レ9  4  1. 円 を 収 入 羈 定 し

た 点 に つ い て 判 断 す る ．　　　　　　 ‥‥ ‥‥
‥
‥ ‥‥‥　 ＞ … …… …

▽ 法 第 ４ 条 第1 ｿ 項゙ ぱ グ「 保 護 は 、广 生 活t こ 困 窮 す る 者 が 二 そ め 利 用 し 得 る 資 産 、 倆 ◇

●|　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　ｌ　　　　　 、　　　　　　　　　　■　　　　　　　 ・　　　　　　■
力 そ の 他 あ ら ゆ る も の を し そ この 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に 活 用 す る こ と をｽ 、

．　　　・　　　　 ●　　’　　　 ・　　１　｀　 ．・　　’　 ・　　’１　 ．･･･　　 ．　　　 ．　　　　　　’゛　･ ．　　 ・
齠 牛 と卜し て 行 雛 鴉 る 汀 と 規 定 し ｔ い る 圦/ 例 え ぱ 年 金 受 驕 権 の み･ うi に 、 現 齠

に は 資 産 と な っ て い な い が 、 要 保 護 者 本 人 が 努 力 （ 手 続 き 等 ） す る こ と に よ ］つ　 Ｉ

ノ で 容 易 に 資 産 と な り 得 るy も の で あ れ ば 、 こ と に い う 『 そ の 他 あ ら ゆ る も の 』 と

●　．　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　、　　　ｌ　　　　　　 、
し て 、 そ の 権 利 の 行 使 が 保 護 勿 要 件 鬯 し て 位 置 づ け ら れ る ． ∧　 ＼　 二　　 … …
､･●　､･丶･　　　　　・　　　　 Ｊ Ｉ●　ｉ　　　･ ―･　　　 ．　　・　　･ Ｉ　．Ｉ　　●　　　　Ｉ ．　　　　　　　　　　 ●
・ こ れ を 扶 養 に あ て は め て 考 え る と √ 扶 養 義 務 者 に よ る 扶 養 が 資 産 と な り 得 る 二

ｉ　　　　　　　 ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、　　．

た め に は 、･ 要 保 護. 世 帯 以 外 の 第 三 者 で あ る 扶 養 義 務 者 が 扶 養 の 能 力 と 扶 養 す る

意 思 を 有 し て い る ご と が 必･ 要 と な る1 す 岑 わ ぢ 、 要 保 護 者 本 人 の 努 力. の み で 資

麁 £ な り 得 る も の 七 は な ぐ･
、i れ

が 単 ね: る 期 待 可 能 性 比 す ぎ 万 い 状 態 に こ
釟 娩

は 、 第 １ 項 の 「 そ の 他 あ ら ゆ る も の 」 に 含 む こ と は で ’き な い ． ７ 方 で ごﾌ 例 え ぱ 、………
¶　　　ｉ　　　　　　 ・　　　　･

．　　Ｉ ¶　・　　　　・　　．●　．　　 ．　　　 ・　　　　　 ・

． 扶 養 義 務 者 が 月 々 の 金 銭 援 助. を 申 し 出 て いﾉ る 場 合I､な ど 、･ 扶 養 義 務 者 に 扶 養 能 力 づ
’Ｆ　　　’●　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　 、　　・　　　　　　　 ●

ｌ　　　ｆが あ り･、≒ か つ 扶 養 を す る 意 思 が あ る こ と が 明 ら か で あ る 場 合 に お い て り: 、 扶 養

／ 義 務 者 の 扶 養 は 、 要 保 護 者 本 人 の 扶 養 請 求 権 の 行 使 （ 努 力 ） に よ づ て 、 資 産 と ’1

なj り 得 る こ と に な る ． し た が っ て 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 扶 養 請 求 権 の 行 使 は

保 護 の 要 件 と し 七 位 置 づ け ら れ る こ と に な る ．・　　 ／　　 ＞　 、

？　　　　　　　　　･ ．　　　　ｌ　　　　　　　　 、　 ．　　　　･Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
／ こ れ を 本 件 にt つ い て み る と 、y処 分 庁 の 判 衛 で は 、 「（ １ ） 審 査 請 求 人 の 両 親 は 、

同 じ 町 内 の 別 の 場 所 に 住 居 を 構 え て い る が 、 こ の 家 は 、 標 準 的 な 家 屋 と 比 較 じ

て か な り 大 き く＼、 審 査 請 求 人 世 帯 が 同 居 ず る ス ペ ー＝･ス は 十 分 に･ あ る ． （ ２ ） 審



Ｉ　　　 ．　■　　　　　　　　 Ｉ　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ ●　'
◇ 洫 請 求 λ の 両 親 は 、 審 査 請 求 人 尚 子 ど 万も た ち に 夕 食 をし食 べ さ せ た り 、 審 査 請 求

■　　　　　㎜■　　　　　　　　 ■　■●　　　　　　　I　.･　　　　　 ・ l,　　　　　･ ■　 嵋I
… … 人 世 帯 に 米 め 提 供 や･ 、= 家 中 の 檢 の 持､ ち 出 し を 自 由` に さ せ て お 叺 ∠非 常1 辷 良 好 な

●　　　　　　.　　　・　　　　　　　 ●　　　・　　　　 ●●　　　　¶　　･･　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　'　　 －　　I･I
関 係 に あ る ．( ３)･( １) ４( ２) ‘ の 状 況 に あ り: な が ら 、 審 査 請 求 人 の 両 親 は 、 審

＼ 査 請 求 人 と 協 力 し て 金 融 機 関 か ぢ 融 資 を 受 け 、 審 査 請 求 人 名 義 の 土 地 に 家 を 新

二 瘡 し た ．( ４) ≒審 査 請 求 人 世 帯 は √ 新 築 後 こ の 家 を 簣 親 か ら 提 供 を 受 け ご､ 今 日 ／
■■　　　　　　１１　 １　 ．　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　　　¶　･|　・

帽ﾎ･ 至 る ま で ず っ と 戔 の 家1 ど 住: ん ｔ いj る ．( ５･l)匸こ の 家 を 新 築 す る だ め に‘ 自 ら も ．

・　　　　　　　 ・　　　　　　 ・　　　　　　　　 ・　　　　　･、　　　　　　　　　 ●●♂　　　　　．Ｉ　　　　　 ■　■　■
■　　　　　 ・　　　　　　 Ｉ　　'　　 Ｉ　　　　　　 ． ｜　　　　　 ・　Ｉ●．　　　　　　　　　　　　 Ｉ土 地 を 担 保 と し て 提 供 し て. い る 審 査 謫 求 人 世 帯 が4, 将 来 的 に 収 入 が 減 り ∇生 活 の

維 持 が で き な1 く な る 恐 れ が あ. る と 不 安 に な りし 保 護 申し請 に 至 っ た ．｣卜 と し て お 二
・　　　　　　　　　　 ．■　　　　　 ■　　　　　　　 ¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ●　●　　　　　　　　 ●

り 、 こ の こ と に･ よ 叺`] 処 分 庁j は ぐ/ 審 査 請 求 人 の 両 親 は 、万
審 査 請 求: 人 に･ 代 わ づ て ダ

●　　
．　　　　　 Ｆ　　　　Ｉ ．　 ・　　　　　　　　 ｉ　　　　　　　　　 ．●・　　　　　　　　　　　　 ・■　　　　・　　　 ●　　Ｉ　・　．　・ ・　 －　．、　　■●　　　●　　　'　 ゜　　　 １　　 １

口 宀 ン を 返 済 し て い る と 解 し 、
ご
住 宅 ロ ー ン 返 済 は 、 審 査 請 求 人 の 両 親 か ら ∂) ｀｢ 賚

・　．．　　゜　　　 ．　Ｉ･･　　　　Ｉ　　　 °　　・　　　　　　　 ・　．　･ｌ　　　　'／　　　 ．・　●　'　 ｉ
・ ゝ･･

ソ 金 援 助｣ と ﾌじ て'､ 万月 額 ８ ５,
づ
９ ４ １( 円 を 全 額 収 入 認 定 七 て い' る'．‥､ ‥ ‥ ‥ ・　 ／

一

… … 前 述 め と お りI ご 扶 養 龕 務 者 に よ る 扶 養 が 資 産 と な り 得 る だ め に は 、 要 保 護 世･

二 帯 以 外 め 第 生 者 セ あ る 扶 養 義 務 者 が 扶 養 の 能 力 と 扶 養 す る 意ﾉ 思 を 有 し て い る こ 厂

■　　　　 ■　　．　　　　 ・　　・　●　　　　　　･ ■．　　 ．･'｀　　　　 ・　　 Ｉ　　　　　　　 ｀冫　　　 ●●･　　■

し〉一 と 力t 必 一要. と な る が 、 申 請 時･ に 審 査 請 求 人 の 母 か ら 、 霽 査 請 求 人 に 提 供 し て い る

渝 の 住 宅 ロ ー ン の 支 払 い が あ る た め 金 鋏 的 援 助 は ゼ き な い 旨 ∂) 回 答 を 得 て い る ．
'．ｒ ･‘　　 Ｉ．　　　　　　　　･ ●　　　 ●　　　　　　 ．Ｉ　　　　　　．　　　　　　 ●■　･．　　　　・　　　･ ．
ま たj 審 査 請 求 人 の 父 が 支 払 っ て い る の/ は 父 名 義 の 建 物 のi コ ー ン で あ り 、 審 査

■　　　　　　　　　 Ｉ ．　　　　　■　　　　 ●　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　 ｜　．　　 ■　Ｉ
・　●．　　 ・　　　　　　　　　 ．Ｉ　　 ．`　　　　　　　　 ．　・　　 ●　　　　●　　．　　　　　　　　　 ●∧ 請 求 人 へ の 仕 送 りj と は み な す ご と は で 妻 な い 。ｙ し た が う で 、 こ の･･ロ ー ン 返 済 金

'　　　 丶　　 丶　　　　　　　 ・　　　．　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　 ●　　　　　　　　 ・
口 額 を 審 査 請 求 人 剱 の 貨 金 援 助. とﾉ 解 飢 こﾚと は 不 当 で あ る と い え= る ．し‥‥‥ ‥　 ‥ ご

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　●Ｉ ●　　　　　　･･　　　　　　　　　 ・　｜　　　　　　　　　　　　 ・　・

＼　 よ. つ て 以 上 の ど お り √ 審 査 蹟 求 人 ∂) 主 張 に は 理 由 が あ. る た 齔･､ 行 政 不 服 審 査

丿　 法( 昭 廂3 ゛7年 法 律 第160 号)/ 第40 条 第 ３ 垓 φ 規 定 に 基 づ き 、 主 夊 の と お り 裁 決 す

る ． し　　 パ　　 レ　 ．'　 ．･．･･･
．
・ ．●　・ ．･･･．・　　　　　　　　　･･　　　　　　　 ．・

平成２し３年　８月∧９日

瀋 査庁　滋賀県知事 嘉 田　由
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